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毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
で
す
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24

年
１
月
26
日
に
、
現
存
す
る
世
界

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

１
月
26
日
は
﹁
文
化
財
防
火
デ
ー
﹂

１
月
23
日
に
若
宮
八
幡
宮
で
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す

　
皆
さ
ん
は
「
買
え
買
え
詐
欺
」

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
買
え
買
え
詐
欺
は
、「
劇
場
型

勧
誘
」
と
も
言
わ
れ
、
複
数
の
業

者
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

せ
、
未
公
開
株
や
社
債
、
フ
ァ
ン

ド
な
ど
の
儲
け
話
や
、
権
利
の
名

義
変
更
の
依
頼
な
ど
の
名
目
で
お

金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

︻
市
内
で
実
際
に
あ
っ
た
事
例
︼

　
あ
る
日
、
知
ら
な
い
業
者
︵
Ａ

社
︶
か
ら
介
護
施
設
の
入
会
優

先
権
の
購
入
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
き
た
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
く
の
と
前
後
し

て
、
別
の
業
者
︵
Ｂ
社
︶
か
ら
電

話
が
か
か
っ
て
き
て
、「
Ａ
社
の

入
会
優
先
権
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

届
い
た
人
し
か
購
入
で
き
な
い
。

他
に
買
い
た
い
人
が
い
る
の
で

代
わ
り
に
購
入
し
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
、「
購

入
費
用
は
実
際
に
買
う
人
が
用
意

す
る
の
で
、
損
を
す
る
こ
と
は
一

切
な
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
買
う

こ
と
に
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
数
日
後
に
ま
た
Ｂ

市
内
で
実
際
に
起
き
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
す

﹁
買
え
買
え
詐
欺
﹂
に
注
意
！

寛政 4（1792）年に尻海の廻船問屋によって奉納された「若宮八幡宮　欧風絵馬」

最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆

寺︵
奈
良
県
︶の
金
堂
が
炎
上
し
、

壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
毎
年
、
文
化
財
防
火

の
た
め
の
消
防
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
県
指
定
重
要
文
化

財
「
欧
風
絵
馬
」
な
ど
を
所
有

す
る
若
宮
八
幡
宮
︵
邑
久
町
尻
海

３
０
３
８
︶
で
行
い
ま
す
。

　

訓
練
は
一
般
公
開
で
行
い
ま

す
。自
由
に
見
学
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
平
成
25
年
１
月
23
日︵
水
︶

　
午
前
９
時
～
︵
30
分
程
度
︶

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

　安全安心の地域づくりを目指すため、牛窓地域の自治会や住民、学校、
ＰＴＡなどを対象に、（財）自治総合センターの宝くじ助成金（共生の地
域づくり助成事業）を活用して、研修会や講演会の開催など年間通じて
さまざまな事業を展開しています。
　10 月６日、牛窓北小学校で「うしまど地域交流フェア～さいがい・ぼ
うさいから地域交流をはじめよう～」を開催し、牛窓地域の子どもから
高齢者まで約 250 人が参加しました。
　山崎隆弘氏（ＮＰＯ法人ぼうぼうネット事務局長）による講演や「災害・
防災スタンプラリー」、牛窓北小学校児童生徒による災害・防災についての
発表、「児童、地域、学校、行政の連携」についての討論などを行いました。
　全ての住民が地域活性化や地域力向上の主体であることや世代を越え
て日頃から支え合い助け合うことの大切さについて認識を深め、連帯感
の醸成を図ることができました。
　今後も引き続き市、地域が協働しながら、
牛窓地域の魅力を最大限に生かしつつ、支
えあい・助けあいのあふれる地域づくりに
取り組んでいきます。
■問い合わせ先
　地域安全推進室
　☎０８６９ｰ２２ｰ３９０４

支えあい・助けあいのあふれる地域づくりを考える

　　　～共生の地域づくり事業～

牛窓北小学校４・５年生による災害・防災についての発表 災害・防災スタンプラリー

その③

　
運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更

新
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
有

効
期
間
の
満
了
す
る
年
の
誕
生
日

の
１
カ
月
前
か
ら
１
カ
月
後
ま

で
の
２
カ
月
間
に
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
公
安
委
員
会
か
ら
免
許
証
の
住

所
地
宛
て
に
送
付
さ
れ
る
更
新
連

絡
書
︵
更
新
案
内
の
ハ
ガ
キ
︶
を

よ
く
確
認
し
て
、
早
め
に
手
続
き

を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
更
新
連
絡
書
の
な
い
人
は
、
更

新
時
、
講
習
の
種
類
に
よ
り
手
続

き
の
場
所
・
受
付
時
間
な
ど
が
異

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
最
寄
り

の
警
察
署
の
免
許
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
う
っ
か
り
し
て
更
新
期
間
内
に

免
許
証
の
更
新
手
続
き
を
行
わ
な

 

運
転
免
許
の
更
新
手
続
き

か
っ
た
場
合
に
は
、
免
許
の
効
力

を
失
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
更
新
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

４
３
５
０

　

・
岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

２
２
０
０

　

・
瀬
戸
内
警
察
署

社
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
明
日
中

に
お
金
を
振
り
込
む
の
で
、
そ
の

日
の
内
に
手
続
き
を
し
て
く
れ
。

出
来
な
け
れ
ば
損
害
が
出
て
し
ま

う
。
損
害
分
は
あ
な
た
に
請
求
す

る
」
と
言
わ
れ
た
。
怖
く
な
り
、

解
約
を
申
し
出
る
と
「
解
約
に
は

お
金
が
必
要
だ
」
と
迫
ら
れ
た
。

︻
詐
欺
と
見
破
る
ポ
イ
ン
ト
︼

　

・
自
分
か
ら
連
絡
を
と
っ
た
こ
と

　
の
な
い
業
者
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ

　
ト
や
申
込
書
が
送
ら
れ
て
く
る
。

　

・
し
き
り
に
業
者
か
ら
確
認
の
電

　
話
が
か
か
っ
て
く
る
。

︻
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
︼

　
相
手
に
お
金
を
支
払
わ
ず
、
す

ぐ
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
が
持
っ
て
い
な
い
金
融
商

品
や
権
利
に
つ
い
て
、
後
か
ら
買

い
取
る
の
で
利
益
が
出
る
な
ど
と

勧
誘
し
、
他
社
と
契
約
さ
せ
よ
う

と
す
る
話
に
は
絶
対
に
耳
を
貸
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

・
月
～
金
曜
日

　

生
活
環
境
課

　

・
土
︑
日
曜
日

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
９
９
９

 

消
費
生
活
相
談
窓
口
な
ど
を
記
載

 

シ
ー
ル
を
配
布
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と
や

相
談
先
を
記
載
し
た
シ
ー
ル
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
シ
ー
ル
は
、
市
役
所
や
支
所
、

出
張
所
、
ゆ
め
ト
ピ
ア
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
電
話
や
玄
関
に
貼
っ

て
、
日
ご
ろ
か
ら
、
用
心
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

刻
も
早
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

瀬
戸
内
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
︵
生
活
環
境
課
︶

　
少
し
で
も
気
に

な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
お
金
を
支
払

う
前
や
契
約
を
す

る
前
に
、
誰
か
に

相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
支
払
っ
て
し

ま
う
と
、
お
金
を

取
り
戻
す
の
は
困

難
で
す
。

　
市
で
は
、
専
門

の
相
談
員
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
、

個
人
の
秘
密
は
必

ず
守
り
ま
す
。
不

安
に
思
っ
た
ら
一

配布する「消費者トラブルに遭わないためのシールセット」

ごみ減量速報
　平成 24 年 4 ～ 11 月における市民１人
１日あたりのごみ排出量は 733㌘で、基
準値 782㌘からの減量率は 6.3％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 186㌘です。
　これは、みかん２個分
に相当します。
　引き続き、ごみの減量
にご協力をお願いします。
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